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牛群検定の利活用などについて解説記事を掲載しています

１ 考えよう酪農家のための乳牛改良システム－牛群検定は宝の山－
デ－リィ・ジャパン５月号 畜産システム研究所 伊藤 晃 氏
牛群検定の有効な活用法を詳細に解説されています。

２ 乳房炎リスクの高い牛を予察－分娩前乳汁の性状と糖度で判断－
全酪新報６月１日号 福島県農業総合センタ－畜産研究所
デジタル糖度計と牛群検定デ－タを組み合わせて乳房炎になりやすい分房を発見する新技術！

３ 畜産経営活性化ｅラ－ニングについて
ＬＩＡＪニュース（家畜改良事業団）Ｎｏ１４０ 平成２５年５月号
畜産経営支援協議会 工藤憲一郎 氏
牛群検定成績の活用方法をビデオ通信教育で、誰でも無料で受講できます！Ｓｔｅｐ１体細胞数編、
Ｓｔｅｐ２繁殖編、Ｓｔｅｐ３ボディコンディションスコア編の各２０分程度で構成されています。その他に
も、法人化やエコフィ－ドなど広く学習することが可能です。
ｅラ－ニングの視聴→ http://seo.lin.gr.jp/elearning/user.html 畜産経営活性化 検索

４ 新しい検定成績表について（その２６）－ボディコンディションスコアの判定－
ＬＩＡＪニュース（家畜改良事業団）Ｎｏ１４０ 平成２５年５月号
新しい牛群検定項目であるボディコンディションスコアの判定方法を豊富な写真と骨格標本をつかっ
てやさしく解説しています。冊子の入手については、最寄りの種雄牛センターまたは事業所にお問い
合わせいただければ、無料でお送りします。
バックナンバーは、以下の当団ホームページをご参照下さい。
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html 牛群検定情報 検索

平成２５年度 牛群検定の試行（お試し検定）を開始してます！

牛群検定の費用が最大６カ月間無料！

繁殖台帳 Web システムも無料！

牛群検定成績解説書も無料で貸出！（購入も可能）

牛群検定成績の活用法を無料でビデオ学習！

乳量計のレンタルもあります。

http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html

牛群検定情報 検索

平成２４年度 乳用牛群検定の速報を公表しました！
ホルスタイン種の立会検定での３０５日乳量は次のとおりです。平成２３年は、震災や猛暑等の影響で、大

きく３０５日乳量を下げましたが、奇しくも平成２４年の全国平均は９，２８６ｋｇと平成２２年と同一の結果となり
ました。しかしながら、都府県においては、まだ平成２２年のレベルに回復したとは言えない状況です。
詳しくは、 http://liaj.lin.gr.jp/japanese/newmilk/index.html 乳牛最新情報 検索

平成２２年 平成２３年 平成２４年
乳 量 全 国 ９，２８６ｋｇ ９，２２５ｋｇ ９，２８６ｋｇ

北海道 ９，１９２ｋｇ ９，１７０ｋｇ ９，２３０ｋｇ
都府県 ９，４７９ｋｇ ９，３４１ｋｇ ９，３９８ｋｇ



家畜改良事業団のホ－ムペ－ジがリニュ－アルされました！
沢山の情報が詰まった当団のホ－ムペ－ジを６月からリニュ－アルし、その内容をより一層パワ－アップさ

せました。どうぞ、ご覧になってみてください。
なお、牛群検定関係のコンテンツのURLアドレスは変更ありませんので、ブックマ－クされている方は、変更

等の必要はありません。
http://liaj.lin.gr.jp/ 家畜改良事業団 検索

アンケ－ト実施中！あなたの声をお聞かせください！
「今日も明日も牛群検定が約束するあなたの酪農経営！」

ご好評を賜っているデ－リィ・ジャパン社刊「今日も明日も牛群検定が約束するあなたの酪農経営！」を
ご購入頂いた方を対象にアンケ－トを実施中です。これからの牛群検定をより良いものとするための大切な
資料とさせて頂きますので、是非ともアンケ－トにご回答ください。インタ－ネットでも回答できます。

インタ－ネットの場合 http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/QA/kenteiQA.html 牛群検定 QA 検索

これまで、届いたうれしいご意見を紹介します。
・牛群検定に関するテキストが無かったので、大変助かります。
・一冊にまとまった解説書を準備できていると農家から質問があった時に対応しやすいと思います。
・いつか出してくれるだろうと待ちに待った本です。
・酪農家にはもっと購入してもらい活用させて頂きます。
・酪農経営に密着したもので初心にかえりました。
・多いに参考になりました。

解説書の改善点としてのご意見を紹介します。
・平均搾乳日数１６０日、分娩間隔３８０日等の目標は数学的な理想であって実現できる実感がない。
実現できているトップレベル酪農家の実例や統計を紹介して欲しい。

・繁殖台帳Webシステムについて、もう少し説明があれば良かった。
・酪農家向けにはもう少し平易な内容でもよかったかと思います。

＜切り取り＞


